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Tokio NEI， Shigeo CHIBA and Hideo HUDITA 1960 Attempts to Dry Erythrocyt巴sfrom 

the Liquid State. Loτ:v Temperature Science， Ser. B， 18・(WithEnglish resume p. 69) 

赤血球の液状乾燥の試み*

根井外喜男千葉重雄藤田英夫

(低温科学研究所医挙部門j

t昭和 35年 6月受月[)

1. 緒

全血液の長期保存にあたって一審問題になるのは，なんといっても赤血球の存在である。

血液のうちでも液状成分の血援だけならば，凍結でも乾燥でも容易に行われて長期保存は可能

であるが，細胞成分である赤血球では，比較的最近漸く凍結保存が可能になった程度で，まだ

乾燥に成功するまでlζ至らない。

これは要するに赤血球は甚だ脆くて壊れやすいからである。我々は別に報告するように，

赤恥]求の凍結乾燥を試みているものであるが，その前堤として，まず液状よりの乾燥を行って

みたので，その成績について照合しておきたい。

II. 実験方法並に成績

すべて家兎の血液を使用した。 ACD加(クエシ酸ソ{ダ 4g， クエシ酸0.48g， グノレゴ{

ス3g(こ蒸溜水を加えて 100ccとしたものを胤液4に対し 1の割に加える)全血液を出発材料

として実験を行った。

1. アンプル内乾燥

1. 全血液: 発泡しないように気圧を 80-5mmHgくらいに保ち，試料の入ったアジプ

ノレを 37
0

Cの相温槽に授しながら減圧乾燥を行った。 水を加えて元の状態lこ戻すのには，生:fi1!

食潟水又は家兎血清を用いた。結果はすべて完全溶血を示して失敗であった。

2. 洗滅I自l球液 ACD加全血液を生理食堀水で洗い，それを試料として上記同様乾燥し

た後，生Jffi食塩水，家兎血清及び、血球計算lこ用いられる Hayem氏液 (NaCl1g， Na2 804 5g， 

HgC12 0.5 g，水300cc) で復水して鏡検すると，前二者では完全溶血しているが， Hayem氏

液を用いたものでは，速心沈、直を集めてみると血球らしきものの残存しているのをみとめた。

但しそれらはいずれも不定形の思い感じのものであった。

2. 塗抹乾燥

1. 全血液: 血液像検査の方法と同様に行った。即ちカパー・グラスの一縁lこ少量の血

液を附着させ，それをオブジェクト・グラスの上に適当の速度で移動して，血液の薄い膜を作
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らせる。 ζのような薄膜は室温に放置しでも短時間で乾燥する。

1) 以上のようにして塗抹乾燥後，生理食塩水で復水(洗い落す)させると，瞬時に完全

溶血をおこす。

2) 向様にして血清で後水させても完全溶血.

3) 塗抹後置ちに真空装置に移して真空乾燥後，生理食塩水で復水させても完全溶血.

4) 3)のものを血清で復水させても溶血.

5) 3)のものを Hayem氏液で復水させ，遠心沈澄をしらべると，種々の程度に変形又は

破壊してはいるが血球らしきものが見える。

2. 先糠血球液: 血球を生理食塩水で3回洗った後，生理食塩水で浮遊液としたものを

用い，全血液の場合と同様の処置(1.のお~4)) をしたが，すべて完全溶血。

3. 慮紙乾燥

塗抹乾燥の場合lこはガラス面で表面張力の作用する乙とが考えられるので，その点を顧慮

して漉、紙を用いてみた。即ち滅、紙lζ全血液を適当量しみこませて室温で乾燥した。乾燥後生理

食堪水又は血清を用いて復水させたが，いずれも完全溶血であった。ただ Hayem氏液を加え

た場合だけはj容血は殆どみられないが，沈i陸を集めてその形態、をしらべると前記同様不規則な

形のものばかりであった。また最初漉紙にとったとき，経く押える桂度で充分乾燥しないうち

に手早く生理食塩水を加えでもやはり溶血した。

4. 媒液添加

1. アノレコーノレ添加: アノレゴ{ノレを添加する乙とのねらいは， 1つは藤田の実験1)iζみら

れるように，凍結の際の溶血の閉止と凍結乾燥過程に於ける乾燥の促進ということの検討にも

あるが，主としてアノレゴーノレの血球膜に対する変性作用による)撲の強化と，それによる溶血の

阻止という点にあった。

1) 全血液を用い，ガラス上の塗抹乾燥又は滅、紙乾燥をしたものを，共に 10%アノレコー

ノレ食塩水で復水したのでは完全溶血であった。

2) 全血に 10%又は 15%になるようにアノレコ{ノレを加えると溶rfrr.するが， 20%アルコー

ノレカ日生理食塩水と血液とを等量混和したのでは溶血はおきない。 そこで塗抹乾燥したものに

10% 又は 15% アノレゴ ~Jレカ日生斑食塩水を注いで復水させたが，いずれも溶血した。

3) 洗糠血球に 10%アノレゴーノレカ日生理食境水を加えておいて塗抹乾燥したものを同じ

10%アノレゴ{ノレ加生斑食糧水で復水したが溶血。

4) 洗潜血球に 10%アノレコーノレカfI生浬食塩水をjJ日え，滅、紙乾燥後生l弔食権7](で復水，溶血。

5) 洗糠血球l乙10%，15% 又は 20% アノレコ ~Jレカ日生理食塩水を加え，塗抹乾燥後，すべ

て生理食塩水で復水したものいずれも溶血。 なお洗糠血球lζ30%アノレコーノレカrr生理食指水を

加えるとそれだけで溶血する。 50%以上のものを加えたのでは，溶血はおきないがすべて暗

赤色の凝塊を作った。

i先j捺血球に， 10%， 20%， 30%アノレゴ{ノレカn生JTH食塩水と迷心洗絡をくりかえしながら頼次



赤血球の液状乾燥の読み 69 

アノレゴ{ノレ濃度の高いものをおきかえていっても 30%になると完全に溶血した。

6) 全血液に 95%アノレコ~ノレを点滴して加え， アノレゴ{ノレ濃度が3%，5%， 10%となる

ようにする。それらを塗抹乾燥後，生斑食塩水にて復水したものはいずれも溶血。

7) 洗糠血球lこHayem氏液を加え塗抹乾燥後，生}翌食指水で復水した場合は，イガグP

状或いは不定形の血球をみとめたが，血球内lこは裕んどへモグロビシはみえないようであった。

2. グノレゴ{ス添加:

1) 全血液を 5%グノレゴ{ス液で3回洗糠，塗抹乾燥後， 5%グノレゴ{ス液で復水したが

溶血。

2) 同様にして 10，20， 30， 50%のグノレゴース液で洗糠し， 塗抹乾燥後， 5%グノレゴ{ス

液で復水，すべて落血。但しグノレコース濃度が高くなるに従ってそれだけで溶血をおこすよう

になる。

111. 総括

血液を液状のままで乾燥し. しかも復水によって原液の状態に再生させることをねらい，

種々の吟味を行ったι 特l乙赤血球のj容血の防止を目標として実験を行ったものである。

そ乙で試料自身の条件の検討としては， 赤血球膜の強化(アノレゴ{ノレや Hayem氏液の添

加)，媒液の工夫(アノレコーノレ， グノレコース，食塩水等)， また乾燥時の条件としては，物理的な

影響を考えて，ガラス上の塗抹乾燥，漉紙乾燥，アシプノレ内乾燥等を工夫し，更に復水再生に

あたっては，食塩水， アノレゴ~ノレ食塩水， Hayem氏液， 血清等を用いるなど，種々方法を講

じてみたが，いずれも満足すべき結果は得られなかった。ただ Hayem氏液を用いた場合には

完全溶取ではなく不整形ながら血球の形骸がみとめられたが，乙れは HgCl2による血球膜の

変性と考えられ，余り大きな期待はかけられない。

いずれにせよ，この範盟の検討では，赤血球の液状乾燥に成功するに至らなかった。

本実験は 1957年の秋から冬にかけて行ったもので，その後赤血球の凍結乾燥に成功した

との報告めはあるが，まだ液状より乾燥して再生に成功したものはきいていない。
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Resume 

Attempts to dry erythrocytes from the liquid state without the occurrence of hemo州

lysis were made employing as experimental materials the whole blood to which ACD-

solution had been added or red cell suspensions washed with and suspended in physio-

logical saline. 

A1cohol and glucose were added in those materials as protective substances and 
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physiological saline， serum and Hayem's solution for cell counting were used as recon-

stituting substances. 

Several kinds of drying procedures were also undertaken for trial: materials were 

1) put in an ampoule and dried under vacuum， 2) smeared on slide glass and dried in 

the air and 3) put on filter-paper to wet followed by air-drying. 

The results thus obtained revealed complete hemolysis ofall erythrocytes in each 

case. These attempts failed entirely. 


